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<協同的国語科授業>における

「協同的方法Jの習得に関する考察

o.問題設定

土山和久

(広島大学大学院)

Robert Ulshoferを中心とする研究グループによって、主にドイツ中等教育の領域で構想されてき

た<協同的国語科授業(Koopera-ti¥'erDeutschunterricht) >論は、 r [学習指導要領】や【レール

プラン】の要求に応じてテーマが設定され、学習者がそれらのテーマに対して自らの興味

や問題意識を持ち込む形で一連の授業を計画し、その計画(=プロジェクト)を遂行する

際に、部分的課題が個人あるいは学習集団に分担され、最終的にそれらの成果が統合され

るという協同的な授業形成の過程を踏むJ1ことを実践的に志向する国語科授業論である。

本稿は、<協同的国語科長業>の理論と実践を究明する研究の一環として、上のような基本的授

業過程を描く<協同的国語科授業〉において、それを成立させる前提となる、学習者の・協同的能

力'が、その授業においてどのように育成されるのかという問題、すなわち、く協同的国語科授

業>における「協同的方法の習得jの問題を取り上げ、<協同的国語科授業>を実現するために、

Ulshoflぽらが編んだ中等国語教科書“おbeitmit Texten"を手がかりにして、分析・考察を加えてみ

たい。

1. R.Ulshoferと“Arbeltmit Texten"について

RobertUlshofer (1910-)は、パーデン・ピュルテムベルク州の国語科および教育学の部局長(

1946・75)、同州チューピンゲン市の試補教員養成議座の主任(19<掲・75)を兼任する傍ら、雑誌シ

リ}ズ"DerDeutschunterricht" (rドイツ語の授業J; 1948-)と、 “Der GymnasiaIunterricht" 

( rギムナジウムの授業J; 1倒 8・67)の創刊・編集に従事し、さらに、戦後(酉)ドイツにおい

て最も広範囲かつ長期にわたって支持されてきたく国語科教育法>の著作、fetohdikdes Deutsch-

m町 richts" (1952-)を著すことによって、第二次世界大戦後およそ30年間の国語教育学研究の発

展、とりわけギムナジウムにおける国語科教育の発展に指導的な役割を果たしてきた。

Ulshoferの舗による中等国語教科書は、まず1971年にシュレーデル(Schroedel)宇土からゼクンダ段

階II (=ギムナジウム上最段階)に対する二巻本“ArbeitsbuchDeutsch" (r学習読本国語J)が

刊行されたが、それに続き、 1977年から 2年をかけて、本稿で主に分析・考察の対象として取り上

げる“ArbeitmitTexten" (rテクストを用いた学習J)が、ゼクンダ段階1 (=ギムナジウム初

級・中経段階)に対する“ArbeitsbuchDeutsch"として、第5学年から 10学年の六学年をご学年

毎に分け、 5活学年、 7i8学年、 9/10学年と計三巻の形で同社から刊行された。尚、本稿で用いたも

のは、改訂第二底 (1回 0)である。
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“Arbeit mit Texten"の三巻の目次はそれぞれ以下の通りである。

く資料1>: “Arbeit mit Texten"目次2

一第5/6学年一

1 )蹄技一論争一作業

2)笑うための物語

3)粉飾された真実

4)私たちは自分や他者のために演じる

一第7/8学年一

1)思考ーデイベートー演説

2 )フラッシュ:逸話と小話

3)朗笑と啓蒙

4)説得と納得

5)情報伝達と批判:新聞

一第9110学年一

1)利害得失:論証

2 )メデイアの任務と作用

一 3)専門書一科学-SF

4)人間と法f矛盾と変化にある法規範

5)辛掠な筆で/アイロニー、風刺、グロテスク

2.同書に見られる国語科教育課程

5)ラジオとテレピ

6)ワクワクハラハラさせる本

7)詩ー詩

8)伝説とその世界

9)私たちは権利を追求し、契約を結ぶ

6)詩は世界を反映する

7)物語詩

8) ドラマ化と演出ードラマ・舞台・

映画のシーン

9)職業生活

1 0)判決を下す

6)時代の反映としての語り

7)叙情詩

8)世界を意味づける舞台lドラマー劇場

一公衆

9)文学一誰そして何のために

1 0)その社会の中の作家

“Arbeit mit Texten"はそのタイトルが示す通り、テクストを用いた学習・作業・研究を助ける

ものであり、<資料 1>で示した章それぞれのテーマをもとに、それに関して統合的な学習の単元

を構成している。倒えば、巻 1f5/6学年jの教育課程は「教師用指導香jにおいて、く資料2>

のように提示されている。

く資料2>3 
教育課程

(章)

1官安一

論争一

作業

享菅軍克

(章の項目)

τ育亨

円卓会議

集団作業

2.競技規則

3.個人の葛藤

4.集団の葛藤

学習の手引き

軍方丙蔀の

テクスト種

.デイペート

・円卓会議

-競技規則

・報告

・物語
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内容的学習目標 機能的学習目標

-人間は競技や作業の際に

どのように握る舞うか

-どのような規則に従って

相互的なものは進行するか

規則の価値

-軍票
・テクスト研究

.議論

・デイペート

・集団での作業

規則や競技規

則の創造
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2 笑うための 1.私たちの時 -逸話 -過去と現代の有名な作家 -観察

物語 代の楽しい -過去と現代の と作品 -テクスト研究

物語 笑話 -楽しい内容の新聞報告 -語り

2.テイル・オ -様々なほら話 -創作

イレンシュ 詐欺師の物語 -ヴィジョン

ピーグル スポーツ物語 -企画

3.ぽかぽかしい I (プロジェクト)

行為

4.ミュンヒハウゼン

5.悪童物語

学習の手引き

3 粉飾された 1.格言 -間接的発百 -世界文学の有名な作家主 -観察

真実 2・寓話 と事実に則 その作品 -テクスト研究

3.動物物語 さない発言 -言語考察

動物小説 の文学的小 -テクスト生産

形式 -企画

学習の手引き (プロジェクト)

4 私たちは自 1.手ムたちは日 -小品文 -有名なドイツ文学作家と -劇を準備し、

分や他者の 常経験を演 -対話的場面 青年図書の作家 遂行し、協議す

ために演じ じる -推量ゲ}ム -様々な種類の簡単な戯曲 る;

る 2.私たちは演 -役割ゲーム -人間を観察し描

技(即興劇) ・演技の指導 出;

の可能性を -創作と産自

吟味する

3.私たちは上演(舞台劇)のために練官をする

学習の手引き

5 ラジオと 1.私たちはフ -物語 -映画やフジオの技術に対 -放送テクストの

テレピ ジオとテレ -報告 する理解 作成と放送受容

ピを体験す -インタビュー・舞台裏をのぞく の指導

る -言語表出 -放送のテクスト生産と放 -テクスト生産と

2. こttカ宝スタ -作業の指示 送過程に対する理解 メディアによる

ジオだ -プログラム -テクスト作業に対する理解 テクスト普及

3.私たちは自分たち自身で放送を作る

学習の手引き

6 ワクワク 1.マク・ト -物語 -有名な物語作家 -語り、読むこと

ハラハラ ウェインー -自伝的報告、 ・子どもと青年の諸問題の 観察、説明、報

させる物語 語り手を含 事実報告 理解 告の指導

む功語 -新間報告 -テクスト分析、

2.全世界の青 -心理学詰文 ディスカッショ
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7 語L詩

界

間

付

ー年図書(特に冒険物語)

3.児童図書ー犯罪物語

学習の手引き

1.ことばを用 ・交換韻、こ ・重要な叙情詩人とその

いた遊び とぱあそび、 創作

2.自然と環境 詩語詩、叙情詩、

の先景 俳句、物語詩

3.物語詩 ・格言詩

4.省察のため ・金石文

の詩

学習の手引き

1.ギリシヤと ・神話と地方民話・世界文学の有名な作品

ゲルマンの ・研究者の報告 と有名な考古学的伝説

伝説の形成 に出会う

2. トロイアとそれをめぐる伝説

学習の手引き

9 私たちは権 1.子どもが契 ・物語、報告、 -法学の基本概念と諸

利を追求し 約を結ぶ 訴訟事件簿 概念

契約を結ぶ 2.学校と教室 ・法律のテクスト・法律の知識

の秩序 ・契約 ・警察の役割

3.子どもの違 ・規定

法行為 ・インιタピュー

4.私たちと警察

学習の手引き

ン、ヂイペート

集団作業の指導

-叙情詩の基本理

論:推量、リズ

ム、韻、連、静

の読みと発生

・詩の創作、問題

詩の議論、企画

-伝説を集め、語

り、研究する

-伝説と物語の区

別

-伝説の歴史的背

景の理解

-末宣お軍票、
・訴訟事件の判断

.法律言語の研究

・規則と規定の作

成

-円卓会議と論争

く資料2>からわかるように、逸話や小話、笑話、ほら話、諺、寓話、動物物語/叙事詩、叙情

詩、物語詩といった文学的小形式が、第2章 f笑うための物語J、第3章「粉飾された真実J、第

7章 f詩、詩jで中心的に取り扱われ、テクスト考察やテクスト研究の学習、テクストの種類を区

別する学習、テクスト産出の学習に用いられるようになっている。また第 51まr:ラジオとテレピj

では、ラジ;tやテレピといった放送メディアの意識的で批判的な使用の問題が、第6章 fワクワク

ハラハラさせる物語Jでは、個人的な読書とその授業への関係づけの問題が、第8章「伝説とその

.世界jでは、文学と歴史との関係に対する入門が、第9章「私たちは権利を追求し契約を結ぶjで

は、社会および国家的生活における重要な問題である規範言語の問題がそれぞれ取り扱われる。

さらに、同巻の教育課程において特徴的なのは、第 1章「競技ー論争一作業jと第4章「私たち

は自分や他者のために演じるjは、段階に応じた教科固有の社会的授業形式と学習の仕方への入門

のために用いられている。

口頭による交流に関する適切な言語使用の教育は、同時に社会的行動様式の教育に役

立つ。自立的な議論やデイペート、集団での学習の指導、役割遊びの修得、そして単
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純な舞台劇あるいは自分で創作した舞台劇を潰じることが、とりわけ国語科の学習目

標である。そうして、そのような練習にとっても、その内容が意義深いものとなる。

上で示した二つの章では、ひいては他の章に携わる場合でも用いることができるよう

に、生徒たちに社会的行動様式および表出形式の修得が指導されるのであiる。 4

このことからわかるように、同書では、伝統的な論理学・修辞学・演説といった教科内容が、口頭

による社会的行動様式・表出形式の教育と関連して、 「教科固有の社会的授業形式と学習の仕方J
の修得として捉え産されている。そして、このことは三巻それぞれの第1章(競技ー論争一作業、

思考ーデイペートー演説、利害得失:論証)で取り扱われることになっている。

以下では、第516学年の巻・第 l章「競技ー論争一作業jを例示的に取り上げ、く協同的国語科授

業>において、 f協同的方法jとはどのようなものか、そしてどのような時期にどのような方法で

習得されるのかといった、方法の中味、習得の時期および方法について分析・考察を加えてみるこ

とにする。

3. “Arbeit mit Texten"における「協同的方法jの習得

3. 1 “Arbeit mit Texten"の章の構成と記号による学習の指示

“Arbeit mit Texten"の各章は次のような構成を見せている。

・導入(EinfUhrung)

・テーマに関して分析・話し合い・研究の材料となるテクスト群

.学習の手引き(Arbei包hinw出e)

さらに f学習の手引きjはく協同的国語科授業>の基本的授業過程に沿う形で、

・目標設定(Zielsetzung):我々は何を学習することができるのか

・計画の立案(Planung):どのように授業が計画され遂行されるのか

.課題の提案(Anre♂mgen)

・成果のチェック侭∞回Ue):我々は何を学んだのか

ポ...，.ぬ E ピ

の順に構成されている。また同書において特告史的なのは、それぞれの巻の見開きに、<資料3>に

示されるような記号が提示され、各主主の f謀題の提案」の部分で随時用いられ、課題の明確化とと

もに、学習課題に応じた学習形態の交換が指示されている点である。 之、 l

<資料3>5 

学習課題

継続的(追加的

あるいは、より

困難)な謀題

l ? l問題

l i l詰命題
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1・-目;・-Ii 

宿女茅曹; 自分だけで作業し、苔さ、情究するc

目標:自立的な学習を学ぶ。

学

習
ナ

沖

1

列

円卓会談

.、句、 教師が教壇に立つ

授業;

iZE 
量一ー四』ー クラスの前での生

E司圃喧冒司F偏徒の講演;

障の机の人と一緒に作業する。

目標:作業の際の相互の別意と支援。

グループの中で一緒に作業する。そのグルー

プは3-5人のメンバーから構成される。グ

ループ学習は三つの段階から成る。:1.ク

ラスの中で課題をグループへ配分。 2.グル

ープでの作業。 3.クラスでのグループ作業

の成果のまとめ。目標;協同の作業を通して

学習。

全ての生徒と一緒に一つの問題を議論する。

可能な限り生徒か議長をする。

目標:ある事態の解明、問題の解決、認識発

見を求める努力を一緒にする。

二つの主張、二つの提案がEいに対立して

いる。それぞれの生徒が一方の陣営に味方

し、自分の立場を根拠づける。最後の票決

が、どの陣営が話し合いの参加者の多数を狸

得することに成功しているかを示す。

目標:客観的に論証することを学ぶ。

教師が授業をコントロールする。:教師が

報告し、説明し、質問する。生徒はそれをよ

く聞き、熟考し、返答し、そして問う。

目標:教師が生徒の協力の下で知

識や認識、作業方法を伝達する。

あなた自身が教師です。:あなたが報告し、

講演し、説明し、質問に答えるのです。

目標:教えることを通した学習。
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3. 2 “Arbeit mlt Texten"を用いた慢業構想の分析

- "Arbeit mit Texten 5/6"第1章 f遊びー争い一作業jを手がかりにー

“Arbeit mit Texten 5i6"の第 1章 f遊び一争い一作業Jは、 「その諸原理に従って、全ての

章が構想される上うな協同的一統合的授業に対するプログラムを含むj章6であり、その中

心目標は『協同的あるいは社会統合的な作業の仕方と授業形式の習得J7と、シリーズ全体の

入門的な位置づけがなされている。本テーマの導入の時期としては、

本章を第 5学年の最初に扱うことは得策ではない。というのも、それに必要な社会

的経験がクラスではまだ為されていないからである。 s
クラスに自ずと、時間に不正確、争いごと、個々人の不仲な撮る舞い、休み時間の

乱暴といった諸問題が起こったときが、このテーマを取り担う時期がやってきている

のである。教師がより強度に生徒中心的な授業に移行しようとするなら、作業・授業

形式の問題が主題化されなくてはならない。 9

と確認されている。教科書を用いた国語科授業では、ともすると生徒の興味や関心、彼らが抱えて

いる問題を無視し、教科書に設定されたカリキユラム本意で一多少の入れ替えはあるにせよ一授業

が進行しがちである。けれども、<協同的国語科授業>の根幹を成す「協同的方法Jの習得は、そ

のような仕方で台無しになる。<協同的国語科授業>では、生徒の間で問題が生じた f好機jを捉

えるため、その課題は生徒にとって実感を伴うものとなり、その意味で、わが国の f単元学習Jに

おける課題設定に類似するように思われる。

本章では、まずく導入>の項で次のことが提示される。

く資料4>10 

私1こるの誰ちか、何間ζ詰レ古いをレlE.り、競援をレlE.り、出岡の作業をレlE.り、京さなfElこを

したりすることを望んでいます.集団の中では、一人でやるよりも、全てのちのが太きな喜びを作

り出のです.けれどち私たちは、他の人との共同生活が、ーそれ刀F両親や兄弟、遊び仲間、クラス

メートであれーしばしば対立にいたるということち知っています.その路、決レていつも一つの陣

営に罪をかぶせることはできません人聞は、篠尽な立場や計画にぶつかっているに過ぎないの
です.時折、一つの陣営1J~不当に罪を伽.5\せられて、防衛されないようなことが起こります.そこ

では何がなされるのでしょうか? グループ競妓や集団作業の隈に、個々人は多数の意志の下に位

置づけられなくてはなりません.けれども、その意志はどのように成立するのでしょうか? おう

おうにして、弁の立つ者、力を持っている者が、自分の憲志を通すのではないでしょうか? 館ら

に回しなくてはならないのでしょうか? 別の面から言うと、多叡の決定が個々人の毘案よりち正

しいこと、誌が私たちに言うのでしょうか? どういう点で、誰がグループリーダーとして15¥さわ

しいかということが認識されるのでしょうか? 授業は優れた競按と同じよう巴進行すべきです.

その臨教師は、演出家や審判員の役割を引き受けます.そうは言っても次のことも誓膚されます.

・ 生徒はどのように授業の計画と遂行に参加することができるのか?

・集団の成果が個々人の成果よりも優れたちのになるように、クラスの内部そしてテーブルグル

ープの内部で、作業 をどのようにお配すればよいのか?

@ 競肢がうまく進行するためには、どのようなルールが遭守されねばならないか?
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このく導入>では、授業で取り扱う問題やテーマを、生徒たちが自分を取りまく世界11における

独自の経験と比較できるような形で、一般的に重要な問題を提示し、学習者の作業や学習に対する

動機づけがなされる。この<導入>に続いて、当該の問題に関わる幾つかのテクスト(く資料5>
参照)が載せられるが、<導入>ですでに、それぞれのテクストに対して、どのような聞いを設定

すればよいのかといった指示が与えられているのであるc

<資料5>12 

私たちの学校では、とうレて外国人労働者の子とちは、ドイ

ツ人の生徒に比べて悪い成績を取るのか?
〈ケルン・ニッペスの全日制学校第6学年の議事録から〉

話し合いの開始:
教師:私たちの学校では、全校生徒の 20%が外国人労働者の子どちであることはみんな知ってい
ますね。どうして彼らがドイツ語の盟業でドイツ人の生徒よりち悪い成績をとるのかということに

ついて、みんな考えてきていますね.Lothar Becker君力T議事進行の準備をしてきでくれています.

L. B. 次回は女子がここで議長をしなければならないよ.
生徒1 外国人はそんな!こうまくドイツ語を理解しないと思うよ.おそらく、そのため筏らは先生

から冷遇されるんだよ.それを考えない先生ちいるんだ.そんなこともない先生もいるけ
ど。

生徒2:たぶん、彼らは私たちとは遣う習慣をもっているからだよ.
生徒3:たぶん先生ち、ドイツ人の子とちがより優れていると筈えているんだよ.それに外国人iこ

とって努力することは伺の目的ちないし.外国人の子どもが優れているときには、先生は
それは倒外だと考えるんだ.

生徒4..:おそらく、彼らは学校の仲間や、そして先生からち、ほとんど支援を受けていないからで
ちあるよ。

生徒1 私たちにとって、彼らと触れ合うことは難しいことでちあるよ.たしかに倒外はあるけど
ね。ドイツ人と話をすることに不安を感じている者ちいるよ.

生徒5:'外国人を「スパゲティー野郎〈イタリ?人の蔑称)Jとか言って追い回す人ち多くいるん
だ。そのときは「じゃがいも野郎(ドイツ人の蔑称)Jと怒鳴ることもできるんだけど.

生徒4:多くのドイツ人は、外国人に対して先入観をもっているに過ぎないんだ.

話し合いの結び:
教師:みんなは話し合いに満足してる?
生徒5:ほとんど誰ち参加していない.昨日、彼らは「クラスで議論を」と言っていたの!こ。今、

天使のよう!こ座っていて、伺ら発言をしていない.
生徒1 およそ 10人の生徒は参加していたけど、その他の人は全く参加していなかったよ。
生徒2:自治の番になったときには、いつも同じことを言っていたよ.
生徒6 いっち同じポイントをとうとう巡りだった。私たちは主に外国人について話してはいたけ

ど、多くの子どちたちは卒業資格を手に入れることができないこと、そして、どのよう!こ
私たちが彼らを回けることができるのかということについては話していないよ.

生徒1 そもそち私たちは枝襲のことばかり話していたんだ.
生徒5: (私たちの中の〉外国人は、少なくとち、全てのちのを話していたよ.
生徒2:私は少しだけマイクを恐れていた.
生徒1 だけど、唱しマイクが無くて地声で話していたら、重要でないことち発言していたと思う

よ.
教師:私たちは次回には、話し合いをもっと上手に準備しなければならないと思いませんか? 私
たちは、今日の議論に対レて、倒えば、伺人かの教師や私たちの外国人のクラスメートの父兄にイ
ンタビューをすることができたでしょうに。あるいは、議論の前に、私たちが話し合おうとするポ
イントを確認すればよかったのですよ。
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く導入>でのテーマ設定を受けて、学習課題の設定、授業計画の立案が行われることになる。問

書では、それらがく学習の手引き>(<資料6>参照)として範倒的に示される。

学習の手引きは規定的なものではなく、ただ生徒の独自のイニシアチプを鼓舞する

に過ぎない。また、教師を余計なものにするのではなく、教師が助言者や助力者、専

門家の機能を引き受けることに寄与するのである。さらに、授業が近視眼的な質問一
回答ゲームの中で進行するのではなく、問題議論やテクスト研究、スピーチの作成、
小発表、講演そして横劇が授業の足どりを決定することに寄与Lょうとする。その際
学官の手引きは範倒的に握る舞う。範倒の原則は次のものに関連する。

1. テクストおよび諸問題の範倒的な選択
2. 学習および作業の方法の範倒的な習得

本章の:く学習の手引き>に見られる〔目標設定) (計画の立案〕倒は以下の通りである。

く資料6>13 Z 
目標設定:私たちは偲を字15¥ことができるか
スキーちしくはフルート演襲をマスターしようとするなら、それらを学ぱなければならないこと

を手~1E.ちはみんな知っていますが、どのように友達や大人と歓談すればよいか、そして、どのよう
に彼らと最もうまく仲良くすることができるのかということも学部邸要があるのでしょうか? 全

てのことがいつも滞りなく進むわけではなく、しばしば口論や憲見の食い違いが生じます。あなた

であれ他の人であれ、全ての入は、自治自身の嵐官を押し通そうとします.ただレ、それがいっち

うまくいくとは限りません.この本は、あなたがたが、どのようにすれば友達や大人と一競技や議

論、作業の時にーよりうまく伺き合うことができるのかということを黙慮レ、発見するのを肪けよ

うとしています.

私たちがこの第1章で学ぶことができるもの全てを学ぶ必要はありません私たちは選択する
ことができるのです.けれども、たとえ私たちがそんなに重要ではないとます考えるとしてち、あ

れこれ試レてみることができます.そうレて私たちは、倒えば、どのように担業を一緒に計画し、

実行に移すこと1Jtできるのかということを学ぶことができるでレょう.おそらーく、1本学年の最初

に、一つひとつの読み物を全く徹底的に研究することはまだそんなに重要ではないのですが、本章

はそれに対する提案ち差し出しています.重要なのは、私たちが学ぼうとするちのを知ることで

す.我々は以下のものを提案します.

国

圏
圏
圏

1 .私たちは人間を観察することを学ぶ

2. 私疋ちは競技すること、そして競妓規則の意味を知るよ

うになる
私たちは、集団の中でどのように困難な問題を話し合うのかということを学びます.

このことは、円卓会議(Rundgespr昆che)あるいはデイスカッションの形式でなされます。

私たちは、対立している意見を持っているとき、人がお互いにどのように交渉するの

かということを学びます.そのために我尽は、論争(Streitgesp語chのあるいはデイベー

トの形式を用います.
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圏

園

P 

圏

圏

、

私たちは、多くの課題を部分的課題へとお解し、 〈テーブル)グループヘ配分するこ
とによって、それらを克服する.その顕私たちは、集団作業の形認を緯習します。

3. 私たちはテクストを研究することを学ぶ
私たちが書物から学ぼうとするなら、このことが.1必要です.私たちが、倒えば、仲間

聞のあるいは敵対する集団聞の論争を調停しようとするときには、しばしば専門家が、

どのようにすれば愚ちうまくそれをすることができるかという示唆を与えることになり

ますe 本書の多くのテクストは、そのような専門家の手lこよるちのです.けれどち、

我lマが物語を読むにしてち、その物語の意味について省察することが必要です.どのよ
うlこそれはなされるのでレょうか?

4. 私たちはテクストを作成することを学ぶ
私たちは、円卓会議あるいは論争において、自分自身で自分の憲見を発言しようとし

ます。あるいは、私たちは、他者の要求が正当でなく必要がないと思うとき、それに括

抗レょうとレます。コトパを用いてどのように自分を主張することができるのでレょう
力、?

計画の立案:授業はどのように計画され、実施されるのか

学習計画は次のちのを含むべきである:
・話し合ったり、論争したりする価値のあるテーマやテクスト;

・私たち力漕んで着手する課題;

・目標を達成するために私たちが必要とするおおよその時間;

・私たちが伺を学んだのかということを最後に確認できる学習チェック.

いくつかの提案を集める
・あなた方が自分の仲間にそのルールを説明することのできる競技;

・あなた方が喜んで他の人と話したり論争したいと思う教科書のテクスト;
・自己観察された、人聞が互いlこ論争し合っている事象;

・あなf三方がドイツ語の授業の中で他の人と一緒に解決したいと思う課題。

学習活動計画を作成する
三人ないレ四人の生徒が、教師と一緒lこクラスメイトの握案を検討して整理レ、それ

らをヘクトグラフ印制でクラスlこ提示する。それぞれの生徒が自分の提案を基礎づける

円卓会議lこおいて、そこから学習活動計画が作成される。

第 5学年の教育課程に対して可能な学習活動計画

阜箆詮Z一 議論される子ヲストちしくは寛岡容れる課題

1 .私たちは論争あるいはディベート テクストの部分:“休暇中の合宿で"
に苅レてルールを設定する

2.私たちはディベートを練習する

3.先生に指導されながら、円卓会設

課題:学校の日常から取り出された論争ケー

ス:誰の言うことカT正しいか?

テーマ:伺のために競按規則を必要とするのか?
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を導入する

4.私たちは他の人に一つの競技を説

明する

5.私たちは一つの競技を壱案する.

つまり規則を定義して、鼠箆する

6.私たちは競按規則の言語を研究する

7.私たちはテーブルグループ活動iこ
対してルールを設定する

8.テーブルグループでの活動

9. 一人の生徒に導かれる田卓会議

10.一人の生徒に導かれる円卓会議

11.文字による学習活動

12.文字lこよる学習活動の協議.

文字による学習活動の評価のため

の尺度を指い上げる

13. クラスの活動〈項目 5を多照〉

テクストの部分:サッカーのルール

課題:競筏規則の説明.倒:卓球、バレー、狐狩りご

っこ

倒:コトパ遊び、事物遊び(Sachspiel)、あるいはパン

トマイム!こよる協議ゲーム

いくつかの倒を持ってくる

42ページ重要照

テーマ:同が人間の共同生活を困難にするのか?

テクストの部分:Zu1ligerとDinkmeyer!Dreikursの報告

(3.1と3.2)

テーブルグループ活艶の成果を一緒に富論

テーマ:どのように噂は生じ、人聞は疑いを抱くか.

テクストの部分:Zacharias(4.2) ;狙自の経駿

ここ三週間のドイツ語の授業の申で自分の気に入った

ものと気に入らなかったもの.蛮更の握案

聞い:どのような学習活劃が良いちのであるか、ある

いはそんなに良くないものかということを、どのよう

な点に認めるのか?

54ページ参照

これらの示唆、計画案のリストをもとに、授業計画が生徒と教師によって決定されるのである

が、どのような学習・作業内容、そしてそれらの方法が効果的なのかという点に関して、さらに本

章で可能な学習・作業の〔問題提起〕が具体的に次のように提示されている。

く餅6ー 2>~轟
問題提起:人ほとのよつに競技レ、詰レ芭い、作菜すφのか

1 観 察

「盃1.哩 1. 1 私たちは、集団髭援の際の人悶を観察する:サッ力一、ハンド
~~園田 ポール、バレーボール・集団鼠授に重要加している競接蓄は、どのような資格を必要とするか?・その集団とうまく協同レていない競按蓄をどういう点で認識するか?・あるチームがうまく鼠箆しているとどういう点で認識するか?

軍国 1. 2 私たちは集団作業中の人間を観察する:建設現町、自動車修理

工埠で・認方(頭領〉や語長(現埠監盲)はどのような役割を引き受けるのか?・仕事はどのようにそれぞれの泊臨書に配分されているか?

• tn勉な蓄は怠口置をどう思うか?
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[}]園 1. 3 私たちは学校で同級生を観察する
. 一人の同級生がいつちからかわれている。なぜ? どのようlこ彼を聞けることがで

きるのか? 別の同級生が自分の意見を言うのに物怖じしている.なぜ?

1pfj圏
〔EJ圏

[敢闘

・乱暴者:彼らはなぜそうち乱暴なのか? 人は伺をすることができるか?・私の友人は素晴らしい。私!こは彼の伺が気に入っているのか?

2 競技規則の意味

2. 1 集団競技

私たちはクラスで、倒えば野理、西洋連環といった個々人が喜んでプレイする競技の
競技規則を口頭で説明する。私たちはその競按規則を明文{じする.

倒えばサッ力一、バレーボール、卓Eまといった競按のための競技規則はどのような憲昧

を持っているのか?

競践の限に、優れた審判員はどういう点で認識されるのか?

2. 2 私たちは論争のだめのルールを設定する
私たちはテキスト『休暇申の合宿で』からそのルールを導出し、私たちの学習ノート

ヘ書き入れる.

1. 国標:

2.準備:

3. 議長の世割:

4.提軍奮の世割:

5.提案反河琶の思幽:

6. 詰レ芭い参加古の世割:

7.記録保の世割:

(Ej薗
-ext 1.2 und 1.3 

[事J圏

2. 3 円卓会議のためのルール:
テキスト『殴り合い』と『私たちの学校における外国人労働者の子ども』から、円卓

会識のためのルールが導出される.

伺によって、円卓会議は論争から区別されるのか?

2. 4 テーブルグループ活動のためのルール
あなた方が〈テーブル)グループの中で活動することを吟味したなら、あなた方の経

験はクラスで伝えられ、それについて一緒に話し合われます.以下の観点が特に重要で
す:

1 .グループの内部で、作業はどのように最ちうまく配分されるのか?

2. グループの内部で、作業はどのように最ちうまく組織されるのか?

〈中略〉

Il 
テーマ

4. テクストが作成される
話したり書いたりしようとする人は、伺か言うべきちのをちっていなければならない

レ、自分がいつ伺を主張レようとするのかをI~得ていなければなりません.その時、人
は、テーマや受け手、意図を必要としますし、自分が報告するのか、描写するのか、説

明するのか、また、根拠づけるのか、納得させるのか、説得するのか、そして、要求す
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受付手

意図

12ち
論争

m 
I 11 i 

るのか、命令するのか、勧誘するのか、嘗告するのか、あるいは評価しようとしている

のかということを知っていなければなりまぜん.

他の人に自治の意見を納得してもらおうとするとき、どのような行動iこでればよいの

でしょうか?

論争〈ディベート〉を導入します自分の意見を根拠づけ、論甑の根拠を論駐する

ことを試みるのです.

4. 1 論争とはなにか?

論争では、一つの論題に関レて二つの(あるいはより多くの〉陣営が対立します.

それぞれの陣営は、自分たちの意乱古を通そうとレて、その立脚点を主張〈テーゼ)ある

いは問題握起(握案)の形で言明します.主張や問題提起は根拠づけられなくてはなり

ません.その根拠づけが、鵠敵のメンバーあるいは非党派的な司会を納得さぜることに

なります.最後に票決がなされます.より優れた根拠が最後の決着をつけるのです.

4. 2 論争に対する主彊と問題握起の倒

A. 主張〈テーゼ) B. 問題提起〈提案〉

味方 敵方 味方 敵方

1.授業はいつも退屈 2.授業は決レて(ほ

だ とんと〉退屈じゃない

2.サッカーは素敵な 2.サッカーは素甑な

スポーツだ スポーツではない

3.Hansが事改を引き 3.GUn加が事法を引き

起こした(口鶴が -起こした(口論が

始まった) 泊まった〉

4. 3 論争スピーチを準備する

1.TeπyとBemdle!、

処罰されるべきだ

2.私たちのクラス遠

足はA地に行くべき

だ

3. ~fargitが級長になる

べきだ

2.TeπyとBemdは、

無罪になるべきだ

2.私たちのクラス遠

足はB地に行くべき

だ

3. Thomasが級長に

なるべきだ

私たちは、その事象を教室で演じることができます。 Te町rとBemdが被告であり、一

[E 
ReneとRa)mondが告発者です。キャンブのリーダーは、キャンプ会議の提案に全く同意

しているわけではありません。あなたは、どちらの陣営に立ちますか? あなたが彼ら

を守る方をとると仮定してみなさい。あなたはどのようにして、 TeπyとBemdの無罪を

達成することができますか?

やり方

一一ー一・無罪を正当化するあらゆる根提を集めます。

1・il:置・あなたの浪誌の証混として、わかりやすい附与えます。

. 二人の告発者の誤謬あるいは頑なさに対する伺を与えます。
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4. 4 あなたの演説が賛同を得るように、どのように話しますか?

iIj圏
わかりやすく、生き生きと、情熱的に話しなさい。告発者を個人的に攻撃するのでは

なく、できる限り彼らが正当であることを認めておいて、告らの最も重要な告発理由に

反駁しなさい。自分の演説を十分に準備しておいて、つっかえずに、自由にスピーチし

なさい。

本章の中心的学習課題は、円卓会議(デイスカツション)や論叢(デイベート)といった話し合

い活動の習得であるが、この〔問題提起〕からわかるように、単にその技術を学習するのではな

〈、スポーツ競技、労働世界、学校生活といった、 5/6学年の学習者が経験している領域の集団にお

ける人間をまずく観察>させ、次いで集団活動における規則の意味を認識させ、そこから、なぜ円

卓会議や論争が必要なのか、それに必要なルールは何なのかといったような、それぞれの話し合い

の形式の持つ意味、有効性を考えさせる課題が提案されている。

さらに、 〔学習の手引き〕の末尾には、次のような学習の成果のまとめの提案がなされている。

<資料6-3>

眠 チェック:何を学んだか

私たちの学習が私たちに何をもたらしたかということを確認するのに、特に次のよう

品目耐 なこつの可能性がある。:1.授業の中での話し合い 2.文字による作業。

圏 1 話凶3を導入する

話し合いをテープで録音して、その後でその話し合いを教師と一緒に評価してみるこ

とが望ましい。;何が良かったか、何が悪かったかなどを確認することができる。

国 2 文字による作業

園
圏

1.一つの論争ケースに同意し、どのようにその論争ケースが解明され、あるいは調

停され得るかという提案を作る。

2.ある論争に対する演説を作成してみる。

これらをもとに、文字による作業が授業の中で議論される。

3. 3 <協同的方法>の応用と拡充

第l章で学習された<協同的方法>は、後続の章の〔学習の手引き〕の中で繰り返し応用され、

その錬成・定着がねらわれている。また前述のように、各巻それぞれの第 1章は、<協同的方法>

の習得に寄与するテーマが設定されており、巻 f5!6学年Jでは、学習・作業の基本的形式(形態)

が提示され、学年があがるにつれて、教科内容が、生徒の経験・生活領域に根ざしたものから、文

学・言語研究といった専門科学的傾向を強めていくなかで、例えぽ巻 f7/8学年」の[思考ーデイ

ベ}トー演説jでは客観的で論理的思考能力が、巻 f9ilO学年jの「利害得失;論証Jでは論理的

な論証能力が強調され、<協同的方法>の習得も質的に高められていくのである。
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4.考察

以上の分析を踏まえながら、ここでは“Arbeitmit Texten"にみられる、く協同的方法>の内実

と、その習得方法の特徴を考察してみたいと思う。

同書において、く協同的方法>とは単に教科内容に属す円卓会議や論争、そしてグループ作業の

技術的な方法を意味するのではなく、その方法の必要性や有効性を省察する課題も提案され、さら

にその方法習得の成果が、文学・言語研究や作文学習といった他の教科内容の学習の充実に応用さ

れ、教室という集団・共同活動の場のダイナミズムを生かす、教科統合的方法であると言えよう。

けれども、 “Arbeit mit Texten"におけるく協同的方法>の特筆すべきメルクマールは、教科学習

の領域を超えて、学習者が教師の助言を得ながら、主体的かつ協同的に授業形成に参加する可能性

を切り聞いている点である。同書中で提案される課題やそれにふさわしい学習形式から、学習者

は、同書に載せられているテクスト群あるいは自分自身の言語的生活経験領域から何を主題化し、

それをどのように取り扱えばよいのかという示唆を範倒的に受け取り、それらを参考にしながら

テーマに関して独自の問題意識を授業の中に持ち込むことができるようになるめである。この意味

で、く協同的方法>は教師中心型の専制的授業スタイル、そして極度の生徒中心型の放任}恋意的

授業スタイルを超える<民主ー社会的授業スタイル>を提示しているのである。

このような特質を持つく協同的方法〉は、当該の章だけで習得されるのではなく、各巻それぞれ

の章で繰り返し応用され、定着化が試みられる4また、学年による教科学習内容の専門科学化にと

もなって、それぞれの年齢段階に応じてく協同的方法>も深化・拡充されていくのである。

また、今後の課題としては、同書において取り上げられているテクストと、く協同的国語科教

育>との関わり、つまり、それらのテクストが<協同的国語科授業>の中で、まさに協同的に取り

扱われなくてはならない必然性一例えば、<資料5>のテクストに見られるように、言語と社会に

関わる問題ーについての考察が必要になるであろう。
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一注ー

1. 第86回全国大学国語教育学会(束京大会)自由研究発表 rく協同的国語軒授業〉 用教科

書の研究Jを参照。

2. "Arbeit mit Texten"三巻それぞれの目次から引用。
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3.“Arbeit mit Texten" • Band 5/6 . Lehrerbegleitschrift. S.14ff. 

4. Ebd.; S.6 

5. "Arbeit mit Texten" • Band5/6の見開きより引用。

6.“Arbeit mit Texten 5/6" -Lehrerbegleitschrift. S.18 

7. Ebd. 

8.“Arbeit mit Texten 5/6" -Lehrerbegleitschrift. S.12 

9. Ebd.; S.20 

10.“Arbeit mit Texten 5/6" • S.14 

11. "Arbeit mit Texten 5/6"では、 「コミュニケーション領域jとして、次のような世界呈示が

考慮されている。

生面の経験語域:荏験的

現実、間囲の世界

1.家族:

想融領域と創造的行為の

領域

競 技 :

1 ; 4 ; 5 ; 9章 1;4 ; 5 ; 7章

2. 自由時間および学校の集団: 言語一芸術的考案:

1 ; 4 ; 5 ; 6 ; 9章

3.学校:

1 ; 4 ; 5 ; 6 ;9章

4.政治的一法律的空間:

1;9章

5.技術:

5章

12..“Arbeit mit Texten 5/6" . S.19f. 

13. Ebd.; S.38-49より適宜引用。

1 ;" 2 ; 3 ; 4 ; 5 ; 6 ; 7 ; 8章

将来のヴイジョント

2章
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認識領域、体験領域ある

いは経験領域の拡張

労働世界:

4 ; 5章

法律の領域 1

1 ; 9章

歴史世界

2 ; 3 ; 8章

諸外国

6;8章

科学の世界:科学の課題

1 ; 8 ; 9章


